
リンパ節郭清

大腸の手術のとき，リンパ節も取るといわれました。なぜリンパ節を取るのでしょ
うか。

 

リンパ節は体の中にたくさんある小さな（普通は径0.4～1.0cm）臓器で，
細菌や癌細胞など体にとって不都合な侵入者を監視しています。首すじやわ
きの下，足の付け根など，表面に近いリンパ節は自分でさわることもできま

す。大腸のまわりにもリンパ節はたくさんあります。
   大腸癌が広がる主な道筋はリンパ管と血管（静脈）です。リンパ管に入り込んだ癌
細胞はリンパ管を流れて大腸のまわりのリンパ節に流れ込み，そこにひっかかりま
す。そこで多くの癌細胞は体の攻撃により死滅しますが，生き残った癌細胞が増える
とリンパ節転移ができあがります。さらに進むと遠いリンパ節に次々に転移すること
になります。さらに，胸管という太いリンパ管に入り込み，胸の中を通って太い静脈
に合流します。
   ですから，ある程度大腸癌が進行すると，近くのリンパ節には癌細胞が潜んでいる
可能性が高くなります。そこで，手術では，癌のある大腸を切り取るだけでなく，そ
の近くのリンパ節を（予防的に）取る手術が行われます。これをリンパ節郭清といい
ます。たとえリンパ節に転移があっても，リンパ節郭清を行うことによって癌を治す
ことができるのです。リンパ節郭清の範囲は，大腸癌の進み具合（ステージ）に応じ
て決めています。
   リンパ節郭清術には高度な技術が必要で，手術中に最も神経を使うところです。で
も安心してください。日本の手術技術は世界中で一番進んでいます。

リンパ節を取っても大丈夫ですか。
 

リンパ節は体全体に多数分布しています。大腸癌手術で切り取られるリンパ
節は，切り取られる大腸の領域から集まってくるリンパ液の検問所の役割を
しています。したがって，監視すべき臓器がなくなってしまいますので，そ

の領域のリンパ節をとっても体には影響はありません。
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